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チュニジアにむける農業改革
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二内ょうか関心から， この農業生産協同組合の

支態を明らかにすることがこの調査のH的であっ
,_ 
/L 

こJ)誠査のために選んだ農業生産協同総合農場

；士、 Fュ二 τえの；，）［j'jj約!10キロ Jートルに位置し曹

と；J,1--ト県のメンゼル・ブルギパl朽の近郊数キロ

山地点にあるメ、ソリン農業生産協同組合（l'l!nit：－‘ 

（印》plrati,cde I～oduction人区ricolede I¥Ietl,lim・Jと

43 



Ⅱ　調査結果
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第 2表 千ュニジアのヨーロ、ソパ入所有農地の接収(195fi～fi4年）

接収農地面積（ha)I 備 考

1957年5月内日議定書
非補償管理
補償管理
1%3年3月2f~ 議定書
19fi4年5月12日法律

99,fifi9.8 
3札制0.1 l -1958年 フランス舟軍伊akiet~i<li-You回ef 爆撃事｛＇＼：
51 ,~96. 7 ii 1958～“l年19/il~F ピゼ／レト孟機
41,3Hi.4 
214,080.2 

445,:143.3 

CI+ l所） L'(Jffice d削 te了res巾maniales資料上り n

チュ二ジアの全耕地の 5分の l, 75万7000ヘケタ

ールにおよび，その生産額に至っては実に40%

をしめるとし、われていた（第1友参照〉。

このヨーロヴパ入コロンによって支配されてい

た農地が， 独立後， 7 ランス政府とのさ主ざまな

交渉を経て，漸次チュニジア政府の手にもどり，

1964年5月には残余のすべての外国人所有農地の

｜諸有化をチコニジア政府は，一方的に断行しC( 1 l, 

その後フラ〉ス似ljからの報復措置などもあって，

両国間の関係は一時悪化したが，けっさ工く，この

措置をもって， チュニジア国内において外国人所

有農地は，完全に消滅した（第2表参照）、

さてこのようにしてチュニジア政府の手にもど

ってきた広大な農地を， どのように経営してゆく

かという問題になって考え出されたのが， これか

ら検討しよ「）とする農業生産協同組合と，，寸経常

方式である。

かくして創設された農業生産協同組合の数は，

l966年末現官庁Jo:1，組合員数2万2506名，耕地面

積：lO万附61ヘクタールに達している（第九表参照）。

わたくしが調査対象とするメツリン農協はう ニハ
らの農協の中にあってどのような地位を占めてい

るのであろうかc 第4表は，数字的にメ、ソリン農

場の農地面積，組合員数等について，全国平均の

それとを比較して示したものである。

この表でみるかぎり，次の点が指摘しうるであ

第3表 チュニジアの農業生産協同組合の設立状況

(1962～f,6年）

I I （人） I (ha) 
創立組合数1 I i組合員数｜；農地面積
15 I 670 I 90噌343
81 I 5,030 i f,7,452 
50 I 3,035 ! 40,:H7 
fi7 ' 5、lfi2 I 70,()0() 
97 . 8,249 ! 115、：189

:Jfi() 6，日付；i

1962 
1%3 
1964 
1%5 
1966 

(1%2～附年の憎加）

:l03 22. 506 :l09, 864 

（出所） L’;1巾 on‘1%7年7月8Jj号フ

第4表 メツリン農協の概容

メツリン農協｜ チュニジア全体

農地国l積 1,406hai固有地 7帥 a
組合員拠出地 647ha 
組合員数181人
組{r員 1人当た7.7ha
l）農地 jfo積
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I 1) メ、ソリン農場は農地面積でみるかぎり， 全

国平均よりもやや大きし、が， 1組合員当たりの耕

地面積ではやや小さu、。（2）組合員拠出地と固有地

の構成比は全国平均に比べて， 国有地の割合が大

きい。だが全国平均の構成比が，最近全く固有地

の存在しない南部で大家族協同体的経営方式をこ

の農業生産協同組合方式に改変しようという試み

がはじまり， そうした農場を含んでし、るために，

かなり固有地の比率が下降していることを勘案す
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るj品f'J:/, ', -: ; J ／、yI)> i}J）止れいfi'i~'i Iる地Wiell I: 

J也所有関係ハ’変化iことの上う t；かたじをと〉ごふ
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のうわら人が， カ‘れらの＇，｝＼：；’用労働？？にもそのこと

を？「i「ず・i・,1Hけして Lt , ／こ こd)j也Jiをi土ビー，；’L ト

I ri iう、 i) :J,（）、千ロぐ九L、（！）J也点でも湾、 i)' 二のとき：t
7ラン ζ軍／），ゴリ〆農j坊の一つにI.H1liL. 周辺の

l ;1 ＞とその家肢は， そこに｛県議されたが千ュ二

, T f、農民とのIi司に衝突アhfttは発生していなし、ο

弓人♂）コロンが放i目してい，，た農地はIt!宥化さ，；j)

l＇.川i'<f-J 川、ソリン農場の，l支：立まで， rn1営農場とし

て経営さ jLてL、よこ

じ・l;•t. ト危機ののお ι そこにふみとど支 J J てL‘

t:: :J人グヲコロンのうち 2人の農地は， すベどの外
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国人所有農地の国有化を決定した 1964年ふ月12(] 

0）法律によって接収され， かれらはこの土地を去

叶た 最後びII人のコ口ンの農地；土，かわが子ュ

ニジア国籍を取得したために国有化をまぬがれ，

今［！なお， Jノリン詩吟の農地Il中央部仁、かれ

の所有する 120ヘクタールのプ Fウ闘が存世して

いる（第5夫会照）弓

第5表沿ヨーロッパ人コロンの土地所有状況

！総農地，l-_!cオリiフドl常用労
1(11 

5 ヒ守ゼ、ルトfι機の際’放棄
5 ,, ， 
l l 

1 82. 7 40 22 20 
2: 73.5 n o o 
:i 2ろri.8 181i :!6 46 
4 パl.7 17 17 47 
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第6表プラット地区の土地所有状祝（mos年）

農地面積山
所有者数〈り

(ha) （%） 

小自作作f宇定定感
時8(20) 88.1 42.0 
:¥8 18) 29.6 23.4 

,j、古'ti 5fi 20) :~5.8 36.•1 

162(2) 153.5 100.0 

〔仕i所） Services d引 Affaircぉ I勺ncie刊による調
査（19似年）より，，
（注） (1）かっこ内は女性。（2）夜村地主84，不在地主
78, (:1）区画数回。

ム数キロ川メンゼ／c,、ブルギベ市に居住L, 下級

官吏，労働者，運転手などの，比較的収入の低い

i伐業に従事してし、ぇsl）のがほとんどである。また

℃うした職業の人の妻となっ）心、る女性の地主も

かなりいるのかれらの収入は総じて低U、ので，所

有する雫キIllな農地かんのわず方、の地代も， かれら

の生活にと η てかかせないー要素となっているの

かれらは地主とνBても，実際に土地を分益小fl,

定額小作のかたちで耕作させているものは，二，

(2i 周辺の小区画農地 二ムの例外をのぞいて、ほとんぎがかれらと親戚開

」、ノリン民坊の農地はf1iJ記の 11:iff 地を特とし 係にあるものであるりしたが p pて，二二〔ハ地域内

て， さらにその周辺のチュニジア人農民が所有し での零細な不在地主の発生は，農民の階層分化と

耕作してい！？二小区画：i)J1i J也を拠!I¥させて設立され L、うよりι、 イζ ラムの均分十[l続とし、うわく組ι勺
た。 この農場の設立にあたって行!i.われた政府当 中で， かぎられた農地において生じた人口の増加

),i] ell子備調究によれば、三れらの小I式：画の農地ろ2h ぷもた！＇，した結果てあって、 三れらの零細な不在

ぺ今々ールiE『四つのj也医， 2丸山ノlpく画仁うI討さ j，主主の｛（｛I：は， そのふのとしてi土一つの階級関係

れ， :317名の所有権者がi"lをつらねていた。ここで の発生としてみることはできない。いうなれば，

紙数の関係では体的！ド仰lを示4ことは＇rn浴1る かれらのi’i生的た外延的発展の契機が，植民地｛ヒ

ヵ：， それらの土地の細分化は，イスラム法の均分 によってつみと人れ， とじこめられた地域でのか

相続の結果ボあることが;bかる 二こでi士山うの

t也u:(Henじiiir lのう亡、， 七っとも大きい， しかし

もっとも零細化したブラット（Blatte）地｜又を例に

どリ‘ メツ 1,1＞農場設立時の土地所有状illをノ示し

ておこう（第6表〕内

この農地の不在地主の（壬とんど；に この農場か

れらの人口増加がー そのま主この村企体の貧困化

どもたらしたとし、う ζ とがでさよう。

3. 組合員の構成

印刷年三月， LJ己の二つの異なった性格の農地

が， メ、ソリン農場の農地として統合されたのであ

ふが， その時点におL、てメ、ソリン農場の農地に二子
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組合；：拠出すべき土地ι定職もなUιJ己全
な農民プロレタリアートである。

第7表は，

F 、，－
、、＇• ＇／、，農民Jを千j←；→る地主－＇）＇ I／、

人がメツリン幾場に自分の土地を拠出し組合員に

なることをff杏した。

7宣された！？江主的人l；こ，

これらの組合員の主つの要素の構成さきほど述べその 1人は，

:'t ,J；したものである〉この表iこ上れば，自分の農地カミ71, l籍を取符Lfこlじコロンご1～ら

/1,はメツ：；〆じ：！窃参加をii；百＇.＿.，

Jこチュニ

全体の5:!.S%を：拠ji＇，して組合 U!.f.こなったも山はちメツ｝）〆 t~Hihの

この地域で l家脱がまた，をJ:iめるにすぎない。農地のまん中にあるかれの所有する 120ヘケター

生前してゆくのに必要な農地は 10ヘクタールといチュニジア人のブドウ酒製造業ルのブドウ簡を，

そ山 IOヘクタール以上の農地を所,'. ,;/1亡いるが，今ブ？ドウ1,i1；こは管理人かれア人うJ者に貸しい

わずか：1r，にすぎなv、。j'fし拠出しえたii山ii‘’ 11なおブ！、 ＇！山栽培がわなJ》jLてし、る。

5ヘクタール以下の農地を所かれらの大多数は，メツリン農場の計画区域内もう 1人の地主は，

1J Lてし、たに寸 ：'i"・t‘57名/J）七と季節労働者たf' 

lて魚川水準のうえときわだつt二差異はなかっfてど

九れる。

区域外仁川〆＼ケタ

ールを所1JIるチュニシ γ 人としてi・t ／＿，、／りたき

に17へクケ Lの農地を ffi.., 

農協参加を十Ii召したし、自営農であった。かれも，

組i似 iび）構成（19fi付与ーリ！！現在）

1うち独
！組｛;-tミ数比率（%）14r E数

s5 !52.5 I 22 
86 147.5 ! 77 
29*,, 16.0. 27 
忌7 31.5: :,I) 

｜ヌ：域外/Jll国有i也｜天域内にあるかれの農地を，泊二，

第7表、ιつ事’－ . -. と交換すと）ことで問題社内riーたしたc

燥地拠出者 • 
i奥地を拠出しなかったもの
もと常用労働者
もと季節句俗VJれ

政ii'.f'11 I'. J者が農ト品川没丸を推進＿I~'. 

って強制的tr.手段は用いないという古l!FJをう九づ

けてL、る。

この2{'11J士｜ゥ；：u、て， 95'.(,:/r山主が jtMOJ組台員i

Wtlは，

' 18[ ー一一三
μ

！ン農協k.;JII盟し司

農場の経営に労働力

(coop己rateuraじr.i：）として 1
C /JI所） ♂ervice des Affaires Fonci‘resの調査。
Ci主） 本うち l名は畿地を拠出。か；），自らの土地を拠出し，

その｛也v'I 二：コ三%は
,_ 

として参／Jiljることに穴

ι7￥，のもと季節労働者たちは， Htと（cheikl竹山

県知事の認可によって組合員と推薦にもとづき，

メ

ヴ IJン農協に臼分の所有する農地を貸し与え，

ヘクタール 6ディ十－1J,.の地代をメツリ L農協か

‘F 
(coop正ra1curinactif) 「非活動千ilC;-

し、わば生活保護政策として組合員になるなった。

二土全員tめられた人々である。

r i ニジアen政府当局；こよリて11'成された農業

I 1 
0 ら支払われと）ことにな円七

たもの自らのバitJtミ地を拠出しご組合員にた

；てtr，最低5ヂ f十←／レ（邦W,:l50(円〕ないしはそ

れ相当額の土地（この地域ではどし、どい1へククー／1,

:=mディナーノレと評価されているので， 0.15ヘクタールの

農地に該当）を拠出しなければならないと定められ

組合員になるため生産協同組合の定款によれば，現実の組合員の中には他のニニJ げ〉性格

の組合員が存在する。

のほ一泊、lこ，

かつてゴ iヱシゾ｝農場でt111i!J＼：れて

コロンの入jjt.（時に

その－·•： .l: 、

いた常用労働者である（かれらは，

l人の例外を除この地に移，ョてきたものがほとんどで司

この条件をみた

してし、るものi工、わずかに 88名にすぎない（第H

メ、ソ IJ／農協の場ft,てし、J与カ三，げてこの寸J也に！土地をもっごL・tr－..、）。その二，土‘この

也域に居住しコロン農耕の季節労働者と Lて働し、
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第8表決地拠／L¥-llの拠出法地1T:i積

拠出農地市積 組合員数

。～0.1乃ha 7 
0.15～日 80 
5～10 5 
10～ 3 

95 

（山B庁〕 Servicedes Affaires Fonci企resの調査。

表参ji,(1 このと ＇）な状況は，このメ、ノリン民協i)

みにあらわれた特殊状況ではないようである。筆

者か見、Fしたそ，.1）他の農協について九ても，犯行

員資格はあまり厳密に適用されていなL、。

組作加盟時における， 三のような組合員問の力｜｜

盟条件，.IJ差異J.t' そのf長

しているかどうかを干金言、Iしておこう。

i；寸評トD に組（＇，の経営についてeりえまjihiのfl:)Jに

ついてみると，経営の執行機関である委民会の委

員仁川『もと季節労働者・は l人もいtcv、（第91－：：た

照〕＂ しがし， ｛と常用労働高は組｛，l土をは仁めを

民の半数を占めている。また農地を拠出した委民

の力 t-,' 副組（，長を除u、て；土拠出Lた農地lt大さ

くなL、。

第9表 去一員の構rJ;/J'Jfifi年＇..I) ) l.hl.在）

i長｜前照
組 ｛， K 1371もとコロン差是均，｝；用労働／＼
副車R（，長 13917.〔qha農地を拠／I',
書記長岡10.幻h日 ， 
委 員 1481もとコロン農場常用労働札機械修哩初当
委 員 14113.4ha農地を拠出
委 は 1411もとつロン農民J常用労働ポ

（山所〉 メツリン農協における調査。

／）三、；二キIPr(iiHこ過半IJt；：労働力そう、かえご〉竺，：＇）

メ、、／ 11 ＞農場；二：；3itる労働の配分けなわちJi'£/.(/)

差異のー要因となる〉についてはどうか。第10表は

こ三ーでも， もど季節労働者l土他の組？？員にltべて

労働の配分が相対的に少ないことが知られる。

.EJ、l:hら，；1L（，の経’f：：；権ぷよびヴJ(f)JO）配分にl'/,J

第10表 組合Hの就業日数(l965/66{j :) 

I A ,- B 
削減｜皆目lt去jA悦）
95 I 58 i 61 

29 I 22 I 76 
57 I 31 I 54 

農地拠出者
農地非拠出者
もと常用労働者
もと季節i労働者

唱’A00
 

句

4

C/11所〕 メツリン農協における調査。

するかぎり，少なくとも拠出農地の有無は鑑別と

乍ってあらわれておらず， もと季蔀労働者マ〕役割

がL、ずれの場合も少ないという事実は， この農場

において支配しているものが基本的には「能力」

開店であり， もと季節労働者においてf;t経営とい

う仕事が婆求する読み書きの能力， あるいはこの

. ）足取の労働ん二要求する機械修理，トラクケー運転，

搾礼などの特殊技術を修得しているものが少ない

三去のためであると解きれるり

最後にt1lfr員の収入を構成す→るもう一つの要素

である利益の配分についてみてみよう。

iリ64/6S{f.民業年度において純手I］益の半分にあ

たる 1612ディナールが，組合員の拠出農地に応じ

、分配されらことに決定した。しがし現実にはそ

;j ! :.tいまどに (l967{FR月現在）実行さitず，翌年

度分についても同様に内部に留保されたままにな

. ' . ＇ごヤる υ

純利益の他の半分は，組合員の労働日数に応じ

ごう清己さわノることにな pており， これは実行され

ている。

三のように利益のうち拠出農地に応じた分配が

(j・！（われU 、ないという事実は， このメツリン農

場に例外的に発生している事態ではなく， チュニ

ジア政府当局の「農協の独立採算制jを実現する

ための政策に沿って全国的に発生している事態で

苫》；：， 0 
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以上の考察から結論として，規定上の組合員の

資格を有する組合員の数は少なし加盟時におけ

る拠出農地の大小・有無はこの農場の日常活動に

:t ；主止ん l! 反映してし、，＼•，バ： L 、えろであろうっと

CJ：：どの意味についてい、 III節で改めて検討する

三1にしよう 9

4. 組合の機構とその関連機関

(1) 組合の機構

との組合の諸問題に関する最高決定機構は年次

お上ひ’臨時の総会である。 日常的f工業務は，委員

会日）百任のも左に決定~ ;j L’）ミ？？ざJIi'.", o 委員会は

じIL(,J三，国1）組合長， 宍？c:lょ？ト iずII ＇.）入の委員と

で情l長されている。委司会；t;1.~ r Hセ期的仁会合

/;. i,人， 1週間の作業llf','!J：王ふ、日常的な諸問題

を決定するヲこの会什には， 県農業開発向が任命

した監管官（かれはラ f良1身内に駐在している〕が，常

時Ill席し，重要な議題があるときは， 県農業開発

/, ,J (' l咋業技官が出席すれ. （， 人rr委（主会（T)メンパ

ー：「び監督官は，毘j),_¥:: c' γJ主iまとIv.!'.''1Jt 

・'r，勺い。組合長は外＇ 'i日と nJr日前t二位殺され，吉：

＂己日； t農場内の事務をJi1'''1L‘ ヘ： V :;( ！：：＇である。

農場における H常的な農作業は，組合員を阿つの

一般作業班L －つの資産車l£のら班に分かれて行

なわれるつ各班は， 委員会が任命した班長が指揮

をとる。組合員の労働を全部投入する必要のない

伐［河期には班ごとに交代さ 休1／二どになっている

了日 l［%［参照）o

の最高責任をも JJをii.二、＞＇＇ iンパ－ 6人の

うら， 毎年の年次総公でU名がi立返される。しか

しi写選も認められてし、る。委員会の1j1での，各委

nの組合長以下の任務分担は， 委員会内部で決定
する。 1965/66年の年次総会では， 書記長が辞宜

士1z1111，もう 1名のi,1¥己主計；上：じ ekきで組合長が

-,, ;:J象者としてえら；工に三 y,i｝新委員が挙手

ヲ0

によってえらばれた。結果は，ふたたび立候補し

た前組合長と前畜産班の班長が選出された。 この

総会には，筆者も傍聴の機会を与えられ，一部始

終を観察することができたが， そこで感じた問題

(.' J川、てはm節で述べることにナる υ

llf, 1 l習 メツリン農協の組織は

ノへ.,, 

二ぺ l', 月半y、 F 、，v

おl{i J；ぇ l
1,i1Jまii;';-J :CC I 
,I;:，，己 J、
r- , 
:z,.o ! ! 

(21 ！日血機関

；~＼ゴ IX\i ; ' このメツリン農協をーめぐとSWJ連機関

1し，，wJ係全，j守したものであるJ

第2図 メツリン農協の関連機関
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こ；ii司は， このメツリ：民協ちる政府1：室開， ある

：、はさI＇・.政府機関に完全にとり rうB二tiL口、ること

全小Lごいる寸メツリンJftI弘；t‘十lz/,1付ワァょ側面につ

＼，•ては県農業閣発局に，経営の側聞においては県

議協に直接的かっ密接な関係を有しているコ この

両者の意思を農場内で代表してL、るものが， 監督

あろ。たとえば， 農協の全日十のすべての支出

川、 札f「長のみでなく監行行山す fLをも必要と

ことは、 託業生産が資本主義的に行なわれるとき

多紋！（）短期官会（約1年〕が必要となる一同とな

ぺて L、る。そ Lてこうャう意味で， このメ、ソリン

ザおける損益計算にしめるストック監の比率

の大きさは，農業という産業が有する一般的性格

を反映している。

今、三の損益計算書に示された総額から期首の

., i' •／ケ尽を主しヲlu、た額を， この年度にとの農

j ''., t fここの農場は， M対：二IV,Jl. ごう BNAJ:J jよれ－'J(:I見！ーた｛1lti値総額とみなして， その費用構成

lザP

BNAとの折街も，つねに県農協を通じて行なわ

れる。そしてBNAに対する負債の返却も，この農

場で生産された穀類の独占的購入者であるCCAT

と， BNA問で直接に行なわれるようになってし、

出仔官の給料は，主！品、YJ会，＂；＼・；＇.，， 1・，支出される

/,,A＇に対する直接グ〉監仔権；上！県民主開発局の

W~i~全業技官にある。

以上から， このメツ lJ」／農場；.t独iι採算制をと

り，経営的に自立した形態をとっているが，実質

的には政府関係機関の監督下にあるといえよう ω

5. 経営

111 企業としての収益tt

二二では， この農場が経営：＇l'J；二Y山上うな状況

しあるかをこの農場の損益;H'r;?:t;と貸借対照表に

tとJ 八、て検討してみよう 0

第11表は 1965/66農業年度 (1965年9fl～1966年

8月まで〕のメツリン農協の単純化した損益計算

書である。 この表によれば，費用の総額にしめる

λ 卜、ノケの比率が非常に大－~＇ ', 、こ 1がれかる。

これは，農業においてit i ;cこんどジ｝生産の周期

/J;"I・ l 1"'1であること，またそ cl)J¥x_ i堂開はブドウ

什 Jl），小麦（6月）などど作物［リ、つ正ずれてい

るために， 1年のある時点で農場の経常内容をみ

てみると，在庫量が非常に高い比率．を示す。この

1: v、7観点力、ら「費用jの各i頁iiをみてみよう。

この農場で生みだされた付加価値は，企費用の

42.2%にすぎ、ない。他の部分は，この農場を通じ

て実現された価値である。 このことは，この農場

における農法がかなり近代化していることを示し

-.:・ '1、ふと L、天上う。

夫中i二iトラクター賃耕料」とあるのは， 県農

協代、（WE［）人）の大トラクターに工る賃耕に対す

る料{it，！＿）幻μ、である。 これに，この農場が所有

している小トラクターの償却費， ガソリン代など

を加えると， この農場がトラクター耕作のために

支払った費用は， 1万5600ディナーノレにのぼり，

f汁Tfj}n, 27%以上になる。次に，この農場の付

加｛iii/ii'lーは1］持4組合員の俸給〕の構成をなてみらと，

こ（トj九j坊の；号、手lj潤（地代，負債千I]（・，杭税，利益金な

どJn. H J1n1t1日値総額のわずか 26＇；；~をしめるにす

ぎなL、。このような状態が恒常的であるとすれば，

この農場での労働生産性は， きわめて低く，この

農場は企業としてきわめて不利な条件にあるとい

えよろ《 三の年度に計上されたとのわずかな利益

企ι、 七： t1J家が拠出国有地IこたIする正当，t地代
山支払＇， ＆メツリン農場に要求L／；こならば， 消滅

しこ L:l:うであろう〈注 5)0 

以上のような点から，損益計算をみるかぎり，

このメツリン農場は少なくとも現状では自らの利

ラI
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投資資金に〆ル、ては， ENAの長期資金，政府山

補助金などに，全く依存しているものである。

かくして金融的側面において，出家および BNA

このメツリン農場の活動を自由にコントロー

し！) l年間の短期貸付「営農貸付基金J(pret deぐり－

fl1［目立ne）の借入hが33.4%にのぼ，pていることは，

この農場の企業としての脆弱な体質を反映してい

益
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さきにも述Jこた農業と！、う生産周期〕＇） :lJ: ＇.、夜業の

一般的特ft.である。

次に自己資本（資本十準備金）についてみると，資

産総額のわずか 23.9%をしめるにすぎず， DNA

ラZ

ょう（治L：＇｝.く）。

貸出しの缶直にほt王J外為って借出LJ Y短期債務
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残高の比重が非常に大きいことが目だっ。

「メツリン農協年次報告書」より。

本 1ディナールニ＝700円

「メツリン農協年次報告許lo
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第13表組合員の収入（1965/66年）

！ ｜ ｜組合員の内訳｜
｜組合！比率｜ ｜ 

収 入 ｜ ｜ l農地1もと常もミ司備考
｜員数（同）拠出者i塁労働l型例

:moディナール以上｜ 11 o .sl o 1 I o ｜組合長
150～200 I 1 ! 0. 51 0 , I I O I機械修

I ' I I i I ｜理初出
［（）（）～150 I 55;¥1.0I 28 I 17 I JO I 
日（）～100 I l 09 60. Oj 62 I 5 I 42 I 
（｝～ 50 I 15' 8. :1 5 I 5 I 5 I 

I I I I I I 

,11- I rn1!100.ol 95 I 29 57 I 
｜ ｜｜｜｜  

（出所） メツリン農協の業務資料より。

(1）においてメツリン農場は企業として収益をほ

とんど実現してし、ないことがわかったが，次に組

合員の収入について検討してみよう。第1J表は

1965/66農業年度における組合員の収入を，その額

によって分類してまとめたものである。 さきにも

述べたように過剰な労働力をかかえるこの農場で

は，すべての組合員に年間を通じて仕事を与える

ことができず，このことのために， 各自の労働H

数に応じて組合員聞に収入の多寡が生じているの

1 r1100ミリーム（ Iミリームー0.7円）の日＇＇ iを支

給され恒常的な仕事を保証されている組介長は，

その他に4半期ごとに之oディナール（年80ディナ

ール）のプレミアムをうけとる。1965/66主ドにおける

組合長の年収は，〔日当400ミリームトJ:lミリーム

〔労働日数による利益分配）］×359日十80ディナールニ

228ディナール267ミリームであった。組合員の聞

でかれだけが，「10カ年計画」の目標とされている

所得水準にーーもしかれが支払っていない住居費

（組合長は，もとコロンの住宅の一つに居住している〉

を換算すれば 達していることになる。しかし

かれの収入を県農業開発局から派遣され， メツリ

ン農場に常駐してレる監督官の収入（年聞が)400ディ

ナーノレ）に比べれば格段の差がある。監督官は普通

6年間の初等教育と 3年聞の職業教育（農業〕を

うけただけの20歳前後の青年である。第2のグル

ープに属するものは， その特殊技能のゆえに 1日

600ミリームという例外的に高い日当を支払われ

ている機械修理工1人である。かれは委員会のメ

ンバーでもある。

第3のグルーヅは，委員会の上記2人以外の4

委此と班長5名，大工1名，熟練した乳搾り（い

ずれも日当400ミリーム）と，畜産，夜警など恒常的な

仕事に従事している一般組合員（日当350ミリーム〉

た九である。

大多数の一般組合員は，第4のグループにはい

る。

組合員の中で， 自家消費のための作物を栽培し

うる上うな，個人の小農地を所有しているものは

ほとんどいなU、。農場で生産される小麦も，組合

員の消費のために分配される分は，農場の販売価

格によって，現物支給の俸給として15日ごとの給

料の支払u、かじ分割して差し引かれる。 したがっ

て，第L-l表の収入額は，組合員のほぼ全所得とみ

た［てよいで;ti，ろうの

6. 生産

前掲第5表で示したように， かつてコロンに所

有されていた農地はおもに穀類， およびブドウの

栽附にむけられていた。一方，チュニジア人農民

が所有していた農地のほうも，やはり穀類の栽培

が主であった。この点に関して，農協の設立はど

のような変化をもたらしただろうか。

このメツリン農場は， この分野におけるチュニ

ジア政府の指針をきわめて忠実に実施している。

その指針とは，

(1 I 3年輪作方式の導入

(2) 畜産の強化

(3) 栽清作物の多様化

(4) 畜力耕作によっていた小区画の農地の消滅

である0

53 



Ⅲ　農業生産協同組合創設の意義
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4二の農場でい， 3ijリ！？自作方式中る肱.'c'f.＇に主主 )lJ占れ，

そ

Lて畜産音1,r11；二おいては句メツ ＇） ン嚢場t土1%5/66

農業年末において，牛261頭（うち悶内種50，外国穏

との支配種I:!Ii凡オラシゲ手L牛35頭，’J'arentaisNUi5頭）

そのことによって畜療の拡大が可能になった。

1員
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ノ

ノ

行

ゲν」
キト
ン
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ア

」と羊195頭3:有するに云った。 l%5; (ifi -ti三A‘ら，

の農場では， 35頭分の牛乳の販究をはじめた。

ウ
ト
イ
、
ザ
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ァ
ガ
ア
牧
一
寸
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ペ
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γ
鮮

そ

-c三o数名CJ組合員ノ／J.相常的i二市J可：部門））作業に
従事できるようになっ

ワ""7 

一方にJ,v、て＇Jjf，動力需

他方日常的に，牛乳を：販売

三の農場の財政状態を貯転さ

シくして品、「止の拡大；上、

要を増大し安定化し，

するととによ、て，

メツリン良！／，hの業務資料。( /JJF)r) せたといえる。

牧市栽栽培作物の多様化という点に関しては，

農業什flt協lr1J来日什消設の智義亜
朝鮮アヂミの↓｛JれのたJiに‘ i整f九円拡大のほう、，

この節前節で紹介した調査結果をもとにして，i慨農地5.、クタールを創設したの 1%fi／昨年にお

それ創設の意義民主生産協同池合の'i'L絡，では，穀類，1,J:U却こ

tr4家のrillilJJ余

！の栽栴i＇はじめkL、てi土ヒ’＜ 1/ 

以下小二つの側面について分析を試λi二JコL、ど，；白石弘い農JU!ll16ヘワクールにv九

チ

Fニジ－；＂の土地所有関係からみてどの工うな変了 1',:

的意義をもつものであったかとし、う点について，

農業生産協同組合の設立は，その第1は，るハオリーヅが植え付けられた。

1:q-〉のJ:l主！ぇ；SとitL 

に上って，

機械化と、ぺIl，（にWIr_ cは，

農業生産協同組f，という経’i:f;:}J式の立2 ！こt土，

各地lまがー

大｜ベ.［1!ljの農Jlli：.’なり誹れほトラろF ケーが；主力にと

ってかわった。

ていた小農地の区画がとりはらわれ，

:f~ についてである。

土地所有関係についても~，とも顕メツリン農場の設立以来，総じて，

一汗心密化は、 土地私有権その［デストウーノL社会主義ll土，二の機ド主化山側面にJ;L、てでふ〉た

〔，U) 1仁川jff-5}]12ij去律。

(i'l 2〕 チュニジアけ I10カ｛j;.u i pl!」（1961～70｛刊

の目際数’戸。

(Lt 3) 仁ゼルト詑E. γ） ・y t二7 ( ス耳｛主t；【1， 

1::1,r' 

(it4) 以“ト白 ｝） 符述之は，こ d〕「 ~I'-i円五！！」説l{t(¥It, 

iii主t缶j 、にこと ll，なL、カ ｝、 f調l;'; lUじ＇）

1，：合め乙 I＇こととす

（注5) 凶家ii, [1JイJj:也に対しじ lヘクターい＇ i

. .; 1ディ 1ーιとL ', '(, ll(lせな J~： ＇.に寸品i¥,if

チュニジア悶ものを原則的には否定していない。といえよう。

今日までのところチュ二シ 7政府か内にあ－：，亡、

ヨーロッパ人コロンの所有

それは「不正な」植民地体制

接収した私有農地は，

地に限られている G

i、に取手i主れたものであるからという理山づけに
結社Jミ

その農地がチュニ

その所有権そシア国舘の人間に帰服するかぎり，

のものは否定していない。

依拠して実施された。己かし，

そこに農業生産協同組合の設立にあたっても，-c.、る

ラ4
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Heし（；－さむた周辺山チュー；ァ人所有【り，J、農地mt
は，農業の近代化の名のもとに政府の説得活動を

通じてゆなくと L形式七士合意のうえム理念的

には私有権を否定することなく「協同組合的所有J

h二流合されたわけであ／トでLt. こい j訪問主l1.:;・ 

ff＇，）土地所有！とは L、か必る性格のものであろう

f
 

h
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前節でみたように，組合の利潤が拠出農地棋に

店じて分配される之てとえをとってお:J，またはf:

；，~ji'J;J 組作員に JI，地f1niぷ支払；j）れている点か／：，

みれば， それは七地私有権と対立する所有形態U

l士！cv、。

しかしながら，農業生産協同組合に拠出された

民地の 1-<1~1iはと汁 J1 ぞカ‘れ， れれの持人分はも；i

や観念的にしか存在しない。 したがって組合員が

IJ¥UUしたからとい jて， その拠1111分をそ♂〉まttハ

かたちでとりもどすことは不可能である。 またチ

；；二ジ －y政府は， 農業生l主協同組合；こj也市されて

ソる固有地と， 「非活動｜組合員の拠出喪地を‘

l品家資金の貸付ιょっと組合に民収させ｛協［11］品IL

什ll'J土地所有］を強化？る意向を表明 iていらっ

その具体化にはかなりの年月を要するとおもわれ

る；）；， t しそれi／λ実現されるた「yば，二nr協l,i]

組合的土地所有」は，私的土地所有とは矛盾しな

全： ￥，質の 1-J世所fY形態， Lかも-.r-_J_ニジ「

農業においてかなりの比重をもっ支配的な形態と

して定着することになる心ゐもしれないっ

しかしながら， これが定着するためには，現世

の農業生産協同組台の 1協同組台的所fr＿の中に

~fi＿仔して＇·、る私的性格と主主的位協の間に存在する

矛盾に起因する問題が解決されねばならないだろ

それは第1に，拠出農地に応じた利益分配の問

組寸ある｝前節ケ l｝、たにうに，組合の手i]J~のご分

,.r、l』士，拠出民地に応じて車llC，員iこ分配さ，{lらこ
とになっているが，現状ではそれは組合の白日資

とたとして留保され分配は実施さ札てし、ない。 しか

しもしこの分配が実地されることになれば，現在

ell組合（ J_ ,J)構/JX,/j、らみて，主tllfr員の［日i；三階M分化

金生じさせる物的基盤となるだろう。この問題を，

私有原坦！と矛民Lなし、方向で解決する:Ji法として

は，たとえば悶家の拠出地を，農地を拠出してい

fよい組合員に分配して均衡をはかることが考えら

れなくもないが，そのとと自体が， 私有原玉虫に反

する措置であり，逆に土地を拠出している農民の

側から，不満が生じるであろうc

第2は，組合員資格の問題がある。現状では，

組合長官格に’山、てはきわめてあいまいにしか適

用されていないことは，前節でみたとおりであるO

Lかし、もしがl｛，運営L込順調に発展Lてゆ村ば，

組合員資格に闘する規定を厳密に適用することの

't;＇求1/,i'1 v、組むh.か／：，でてくることは必然であろ
う。その場合， その規定が現状のように資本参加

ぴ）原理じょっ一心、れい，組合員は少数に固定して

くる可能性が強L、。組作員が少数に固定してくれ

ば，組合経営上の労働力需要の変動から賃労働者

を雇用iるとし寸事態も生まれ上う。 これ玄たチ

ュニジア農業に新たな階層分化を生じさせる一つ

の要因となりかねなヤ。

このように「協同組合的所有」の中に私有権的

要素をωこし口、ることは， さまざまな点で11¥J題

を生じさせる可能性をもっている。

さらにここで芳慮しなければならぬのは， 土地

私有権の価値のうらづけとなる土地そのものの生

産力につL、てである。 Tュニジアにおし、ては，土

地その七ののlj:_J!(jカttきわめC低いという事実が

ある。 H節5に掲げた損益計算書をみれは，も

Lメツリン農協Cl経営刀込経済的合理性にの－，cっ

ララ
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土による長大の受益者はこれムの小地主ではな

したとえばメツリン農場のまん中に120ヘクター

生産におけるトて行べわれているとする江らは。

jL,山ブドウi誌を所有しているような不在地主であ

肥料の購入などのため費用の割合

小高く，土地そのものの生産；こ先行ーる貢献度はき

わめて低いことが示されている。歴史的にみても，

ラクター耕作，

チュニジアにこのよう

次大J:J也所有者がどのくらい作在しているのか，

l'JJI僚にそれを示す資料はないが，

お大土地所有者であろう。

これらの土地において穀類の殺前を11f能にしたも

一定の資本をもって入植してきたヨーロツ ヨーロッバ入コのは，

チュニジア政府によ q て接収pンの引揚げの際，トラクターなどの生産手段バ人コロンであった。

かれらから安く民地を民いとってδれる以前に，ぴつヤてはじめに転控させうる一定額，/l資本と

太地主化Lたチュニジア人｛〉かti:りいるといわれメツこれらの土地は生産別ヒ I／.：山ヲある。丸、，

〆、c., 

農業生産協同組合の設立にあたって，「ヶ、ストゥ

］ル社会主義」は「協同組合的所有」

土地私有権に関する問艦を巧み

；週合員には 1

ヘクターノレ当たり 6ディナー／レ（約4200円〕の地代

I .JI'/【号臣)jI［ン農協の農地の場合、

という範鴎この年におけるメツリン農協がうた払われている。

問題を解決したようにみえ

をつくりだして，

に回避するかたちで，

1ヘクヲー

ノレ当たり 6ディナーノレの地代は過大である。 tし，

l:LI家1るその拠出分に対しこ l,iJドの地代を要求した

ti: I',' j:" （現状では，国家紋 iヘケクール＇ jたl) lディナ

の経営が正常なものであるとすれば，

以 i：；こ検討したようにその問題は校本的iこふ点二、

作:n失主；／ Iとはいない。［協同紹介（I'ワf：地所有］の中
;l'~業生産協同組合

主きに述，＜たよう

；一、ハこ＂ A Lた私有権的要素t;):, 

グ＇ i ， ~,Ji)J カλ発出すればするほど，

この農-Jしの名目的地代を要求し円、るに4さtr.1t、〉，

に， 手IJ1簡の分配，組合員資格の問題を通じて一つ

の矛盾として顕在化せざるをえなU、だろう。

また［協同組合的所有」の中に含まれている私

「北

年1,100ディナール

（約98万円）で生荷物の費用構成の2.5%をしめる

協はただちに破算して Ltう／

に支払われる地代の総額は，

それが 184名の小地主たちに分配されにすぎず，

もしとの農業1't0J I :I也，－，rむと矛盾する公的↑付加主，1 たとえば，ている。

'!:rt！仏日未llfr方式によって農業生産の発展に成功• ,・, I 0キロメートメツ！！〉らけとるために，

さきiこ述べた大土地jifI{fv泊三定j翌日由を問
，
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4ノはるi:fブルJしノミrli/J＞ら，ノL以上もあるメンゼ／レラ

入こ ξになるだろう。

以上のような点を通じて，「デストウール社会主

干

」

の地代が社会保障的な役割jを果たしてし、るといえ

なくもない。また，私有権を否定せず高ν地代を支

る徒歩でやってくる労帥伊＇）主J）姿をみれば，

ふたたび土地私有権に関する問題に対す義jは，

そる態度決定をせまられることになるだろうが，不在小地主たちから農地を拠出させ払うことが，

の揚子？に土地私有権を否定する方向で問題が処理るために必要であった政府当局の政策的妥協であ

その主体的意されJるかどうか予断を許さなL、か，

客観

l刊二不可述内な←一歩を踏みr! :-=・Irうふう！、うにお
4，われる。

協間組合形式の意義2. 

C' ' (_, L’1を否定しなかった l7一、つけ＼いール社会主義j

,; ) I i見実的J政策の成J}Jを示－Jiいりた、もしれない。

しかしその意図はともかく土地私有権そのもの

を「デストウール社会主義」が首定しなかったこ

ラ6

そυ川、さ；］む土地私有権そ-, ！ことも考えられる。

1:.:1にかかわらず農業生産協同組f;-(n設立l士，
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F寸ニジ fl交府は， ヨーロツ，＇.＇人ゴロ Lから接

収した農地を経営するに際して，

一般Jこfムい下げることをせず，

これらの農地を

と／二国営出場とし

て直接経常することもせず， これまでみてきた内

今＇ii仁う h I 1;/J同組f「 形式を jflりしたこ t：ーし

L、hι勾る理ill，，二も正っし、このこ，：.-cあっ／：..c.') ;:" 7, 

うか。

訂lの選tr'., すなj) t》農民へ，1,y、下げさ：行今わ

なかった理由は， チュニジアにおける農業の状況

士：ふるならは・；：千易にJl!Uo/（で、きる との耕{1jf~i§;、か

らして， 平均的なチュニジア農民の水準μみあっ

て三れらの拠地を分割して分譲することは、 !Tel内

生ii｛）］のf［，：下を結果）どにちがL、 L、。 7川し L、－，

てヨーロッパ人コロン経営時代の規模で， これを

七、、、ドげるに： tそれをひ、きうけ －－1ろ農民lよほとん

どいなかった。 とすればごく少数のチ「令ヱジア人

たu占所有九三買いと t.，れる以外になし、。 竺hで
f t‘ コロン＇ Jjl.［籍がか.！ ｝グBたたけじすぎ！， iいこを

になるの 他方において，農民一般の中に作在する

11'.1円己文書＝へ，_1，＼りj待にtJ'~l{fl士容えんけれ，t ：仁らな

このような事情から貨店 lの選択は放棄され0し、
‘ 0 

I kとL、え仁う。μ、引直があ

第二の， 午立国営品川としてU，！家が直持仏経営

しfよかったかという問題についてはどうであろう

？】＼ およそ三－ ）の理 ~r1 Jう＂7;;えうる C,

まず第 1に， チュコジア政府はこの同有地を核

仁して停滞し乙いるんニジア の変.＇！＇，を i子な

うことを政策目的とし正考えていたとと， しfこが

つで固有地周辺のチコニジア人所有の小農地を，

農協に統合寸ーらにあた》ごチュ二／ア人民iでにう土

地に対する執着に直接に対立するような概念の導

入そ111！避しf二二と。

第2に，社会問題として，できるだけ多くの農民

そで山農場に吸収しでかれらに長！氏限の生活を保

,;Itしなければ、なムたがったこと 半rm,独立採p:

制によってそのことの経済的結果が農場をこえて

伯の部門に影響をりえることをさけること。

第3に， この農場がとにかくかれら自身のもの

三あるそ誌識さわうイ》ような組織形態を土ること

によって， 農民びi…Lf本的たコ：ドルギ－:'.i.:づiきだ｝
ごと， などである。

では－＝－). L らの当初！｝）意図；土ラ 現状では立のよう

な結果となってあらわれているであろうか。

第1山,i,'J、；二関してぜ［＇ 前節で示したkうi二各1・1

の拠出農地にみあった利益の分配は実施されてい

ttいので、 このままでは農地拠出組合員に対して

こ山［協同品tl_l;', とL、う Jlラ態：土組（；参加よしf、

かげのための口実にすぎなかぺたということにな

〆二〉コ そυ）允めにかれムの中に｛士、 組｛，ジ》現状にど！

して不満を感ずるものもでている。たとえば19日／

(ifi年の経企の席上， 組合間 i土各ドI；，拠出農Jill

＝二応じ、円利益分配を即時実施するよう要求！

fこh しかし， それは農場の財政的自立のための準

j1:ii金と ic留保寸；：， L む、う次定をく〆，／iゐえすこ 1

はできなかっfこし， また現状では， この不満はた

円えばおi；＇，を分裂解散させる仁うな」 t1恥＇t':Jな力に

午りう ；：.，11J能性it少ないようである。 ニj11土，

1にもとコロンの常用労働者を中心に， 農地非拠

li'i者・の力舟a圧倒的に強いこと。 他方，民地拠出手11

合員の場合も， 各自の拠出分は総じて零細なもの

であり， 組合参加はがれらω収入をL'.Y:i寺しこそj

i L悪化したものtよなかったようにおもわ札る。 一3、

れらの収入の減少をおそれたものは，第E節で述

4 こたー）呉氏のように， はじめから組合i二参加する

ことはなかった。 農民たちは，

〕組織形態によってではなく，

その協同組合とい

かれらの収入と v、

う観点からのみ，

kうにおもえる。

組台参加の是非を決定している

57 



1969020060.TIF

;{,ll{,-llにすることに上 d 》て）；~てI1 ;~"; :i ,J, 11日j、~·i ゴじf〕 ：.＇ i、（二 l 立 l L lご（玉、 之、、y,; > ::i:.'s i) ~n ・Jr，長)J
r1、上乃和l（，円をえl通かえて、、石こと；土前l'llでJえた l 1｛リ） t: f本（－（！二E下；I., ＼＇ーをひきた、すと L、うl正i二I) L、

農民ゾnj，；こ［組fi＇は ji立

，；札： .1'ハl：う，＇，： 1, en t：て〉主？？［ ζ

どうむ点、んうか、t) ' L-I！込 L、力みとし、 sて二び）L''J:Uhi二t;

－
 

九

V
F
入ノ
i

人；二1nr一三ふる

いて労働i二問 1 〈舟1存l'i'')f「理Jド！：をJ聖N

.'dk -・,t，じrz人を［県，;i[! ζ、、ふA:J :1:t, / 

政府機関，1，代N人（：れ／）イ必’ f出i;,;_ I：う，-3 iJ C; Iラ'I !;',I壬itli: v 判L:', i 'tご，h ' :_ ,1,‘ ~-: f ＼~;f;!J 士 ！ r、＿1\j

-:'d；び，，：，rfri；をνりそ1・;-1-：、 ！）今5;J Ji こ1，カ，；，、.！ ! ＇二ず，化史｝］！子短二2士＇j-/c'' .! tご＇，.〆）＇.＿， i, ,・) i :_ 二く’L、数巴 r

iこの是正場は1・1分たら♂）もの戸ミ;;¥l I:・ハ中；τl、←プ' －、lj｛入、： itJl (, L ~, 三＿／）交代；fil－土，in1：亡、
r
 

f
 
〈
‘
 

J
／
 

？

1
一

とL、った：；う；＼，さ｝［長ごrT)主flft 1:-t意j哉は定若' . 
,iハ＜，' ・, ~\ l/i1円LC • 'fl)佐 i,'tfk" , .. ',_・Jノ、 l、

次0)3 li. iこそれをJ!rtJ1t, l : ', fトL、上弓 －cふる υイl ' y 、ノ；~， I : fごini:,, 

1足i’〈！？ 「I ;~ • i:γif Ii：、こ ，！）Jl'k）ふJの設立ぴ）帝王/fijifこ:__ t~ 私 i1ノ）対li’＇i. i山l［文人全‘ピノ，： ト

1' （｝）農協出場（i)JJJ {;-チュ二／J 山、仁 1ド・－ .7ト，：：，三、ノ入レ ！卜，！［l'-. -・ ' 11 - )L'iく）、－ ）、、；：［州、：，5-1,w111／二：）

完全i政府び）主導権（／）ιとに設立されてきたft_, :i 4 c'l 1；二7ゴ lー二一J': t.！ょこと y二！！（1（「L、‘、 1:,

J、ノ 1)> .f'¥ たとえfl,とL うことふるJ出向しうる-WtMl(,tiJii¥'.z ' 'i; lll iii, ：，て 11I i ~ ! LケコJLる

コロ；〆／主‘l二1_;'Fレトf白機山際ラ｝えt・C，）坊（，fr: Jルご｛，，,1ifr(i'i・1;f必/'j，＿，，そ j... ・ ι ι｛［ ，.，、、、、

そ，nJ;':'V坊の＇，＇＼＇；用労);ti:¥；を J／.，［可tしこ九日iすしたとさ、・n: JIH }, (I）そjけこんz1: -, 1主，J[.：人iと、
L、f二，， .7ょむ〉 j究｛全策に／） i，、 ClJ-J{ （どheikli）を通じ

アルシ＿，， I) 1＇ぴi1・1 

-1;;-q1労働者千山中iこ，

こ！J／、）211・Jr，ハ布〉］とをJ[[l1, •でい ζ〉

l；江二月11；ミU)jJ1JJJ (t-,; ，上うに，

的行た人it'二J.Ii；、

: ・.：じ、ごti会it7ιH1i .,, At: 1，る；二ι
ご＼ど、

J

’1J
 、
f
 
J
 

f
b
l
 

i;'ti！）；九点、icら1・1i才Efl°昭iし.t:, .三する立1・x11t 11て＋

.J !_ －・二 YLカ、 J Jご

f主Jy((J「「Jil1行乞ノ；＼九L、；任－r;;., _j, 

J二／ l.私／Ji;'.Pl,J－土cと／
 －

 

、ー〕J
 
b1 
／
 

、〆仁〉

1'1il /'1 ／；中］；f/J；己Jド／）／ヒじ Ii(! 'ii, f，： もどめJt K上令

；~－；ゴ.＇.＼として， おiif日立絡iが必「しも厳衝に);・jf,)j ;: ('J勺；M1--J1,r>-;l,'i＇足ι二lι工こ、Jill，二Lt三!, ',, '' 

JU本通J]J.<.;JL Cいなし、正十うことがあげ九れる。：~tW1f｛：むし勺 Jt;j;';・ ブJをμit，主 t・4l町［よ‘、 L) I二XJLご，

多数終lfH1 1/Ji. :t民地を拠出していない張氏か，それ乙li企業としての利潤；立に原理；こ力‘，＇.；＿＿

十るということである。

主主にも述べたよ ＇）i二，綿子tHであ

:: L C参JJil:__ ii＇製／土門11；戒すると勺 ！（ ,;rt,i ／.二1t',j11 、て－.＿ Iても、

k
y白h
J
h
 

p

↓
 ：
 

ピ

J

M
パ
叶そィItj現状てって経？ヨを (f:¥・）二 ！－ ; tできなL、

一・I投農民i士｛也の私有農場に働くイー’ fザ寸E一 一一r・- '・--'' ・- ' 
'-J、ζ－' l 渉、》、、組 （－；－nc，収入を 1国主少させることにたるから℃i C 

,Uミ主労働＇{ff｝.、J・.0）収入をえぐはいなし、という事実現実の結来と ：r ）てあLかし士山差異；上，ある。

私有民場に働く農業労働官L たヵ； J ，て，P 中マ

；；‘IJ-、／.,_J‘らわjl C' 

に対！て，住民；上組（rnになることに上って，よりでラらかぎり多〈m :2，ハr1 i'l'J, L iiぺど i二品、（ヲ

めぐ士,1L 1七球j立に［＇.！分があるとレう認識をもっこぷ.13方、－> 1g1,'t: 山山氏プ、［ゴレ －＇！ リγート合l吸収し、

士山上う t;;;,gJ，訟を 4.t, c1-; 1、JIl:lたごi上むさ！r.L、。そ.＇）矛 j伝子議:fJ古~二三て折、大 Li￥算出IHご工って，

ィ：； Ur零;i',Hl/1：農地にか仁り J ) L、てや ＇）

レ飢え金 Lび山、でいる民iモプロレ勺 IJアート；：ぴ）

うる（’）: .t' Jツ！！ン【；ピ

JJ｝し’）札u：をみる／J、yI) JJY:J)j二ごL、ると v 三にうい

う計

fょL、上う（こする止し、ー），円にn月上て；t,



1969020061.TIF

iヒiト<'.ii三.t,L、： Jげよごふる l 三（Ii ；＿：う／仁状況；上、 jて

とえば J叶 I, 円一位f;-[11,・、 ,iir (f'zl ifL {1 !;c 

上誌の常用J.1i的汗土／，：るためι、 示11i'i'をii見＿；J己：I_1こた

、－， ・]I 1Y1J t，： ど；：上.＇乙 i,7j"( ,:¥ ). 1 . :: ・ , 

二－1, L :, ，：ムll：「il J、q，じii'ti(d) 口、ぃ民／けは NI 「，＇.•，

ろ1/'.;11, 1こり l ご． 1！士阿：r:',qt’J 代.i＜バ／： t,; i: f仁／；ノ：

か乍控it,:?i .て、 ;;'~Kn Jc体 （r')1 (-,, ＼：、 Jとひ

ラf二二とら 1：ち？行L ごL、ふ勺

ぞ vパ＼＂［（↑」 (i) fιt/1,n11三L てfi(:)dr'J.ヘ：＇， （＇）心～ 忠良i「

l室付にI'll：ーらJ(l,'i'.J・fヴEきて・－.t、七、 'j＼；行／；＇傍聴【

f二tl会 i二J) ' ごイ、 二日）議：•＼；川、 j j .h仁、f二日、 ~' 

,I , ,-i』： IKL'ドJ Cト、三、 Lん、l lCi 1l1 ’；：子

にこ仁｝三たii会山委：［1－う a ；.＇.登山手れそ u'fiをi. ;; ; 

i HL~2iLftl （~i.i 川えん／，_:: ! , -'. -c n. 1乙ノ

11i1.、Jjll]iんlAζ ：・＇ ／し：i-j) :'. i二L、－， .I：「！ ＇な1iti；ヤ、

I} 'ki lザlli，.主計；二間一J・,,:))I fぷをil今 F土守 J、＿＼ ': :-

4、h・'lリ_c'.l.11')ii 之＼：ーごとi;r, , ; ~\I(;,: ，バ「：：， j(: 

: ＜ふ J¥; 1.1下Ji子；＼)/¥e¥v;: ( ' 

' こ'. .：、 ,J1Z)(f •I ’1"'1 全 Kk1 く·， ;-', ＇，、1'と人：＇： ~-; t. 

二υ）よ人；：i11Ui1JTi’Jしごか，l:1'¥:_ !, . IJ/JlH: ::'~1 -~ 

f二九、Il＇.伺JiI: 戸：、＜11, j ! ¥- ／~－ぇ ：｝ 之、

I t'I fJ.＇二t),_. ) d' ,j) fふふ・ :LJ,, （~！£1,,,,i!\J ；，：長；：

!';J Lご，：ie「Lf「Hi・_t, .:: ,J 七， JIIU(i~i'ドJ ；二 tI. J.,1外flC 

I lilJ;' It cふる； プ！さんL、民主こtk:'f°4・やi1i:d'Y1Yt

人J) fl. -~, 

等と；＇＿，， ふん；！ lll一二る。

：；~業生 r'ft,;t1心地 f， と L 弓経’I之む.＜＇＼；：企伝JHI_ f二fP

！↓I,_.・ iー.）ごふる：.＇.＇U"(:Ji主体的工下＇ c・ ¥ 乞ひざ f

イど L J 二三；二l足lしてiiお土 lj!i文l}JLていたL、.l:

←I Iこみよ；＿ ;:, 壬／トll土／勺 ＇1.'であJ’1.-1 I！、。

);1]¥: J〕 i.:（木ifJL ( ,j,-下－！；＿＿：ひざ f'. • .－，ゐ L:'1 .i:' 

LごJ}l荒＇lrll'l l{i; I可制；，という憶えLt:tI e'Uで：t1・1うI

,) I I寸也；：＿；； ..て仁川上二（的【＇. J '1 とし、ぅ：fよれ

川町11I i . i/<f，仏;_ L、；：， ）， 〕（Jでふ：：，/1 ' .-,_-,j L；上 ii'I. 

L、も（｝） c－ふんう ！；、。

とればtrさきに述べ／じ 農協の二i：であるはず
c'J凶行以上りむ， ),,jクトKーであるはすのllど主J支店1Ji':'

1弘行行；｝） i 王〕か I~ ！おじ〉問題に｜主j して打lHri的行 l~I心

土，1;L 戸 L 、ふそ、、「｝恥象 （（）＇）~＂J"、｛二 t によ .－） ＇，き 1',

,!1 、く：：， ' 乙il二斗 LI二 qデト｝；－.I ,'.・ r-' ，＿！） 下 i'Jレ

l、←士等；ミ＇ ! ¥_ ；いら快ji処： ：どこにあふ ρ 去、 〆ζ

j l i tん、Jlふじ lj.え，.'J ＼心（t -?:, /J、r二r',:j'.,J；，＇.人iこう；》

J ；けされたれ会的iむf,'1:, ：と二 A ‘人さ fパこ l.ii'U~j住

1111しうらど婚、うM汗fごあふ；二九志川、／（lぜ L );%!hi，し＇）

II日刊に日白IJ長・ Ii可岐に!Vl係してL、る人々 ジ）店協，n11',J 

!,]: こWl J-る；：丹＼：G:it, 九人 r}サキ合.L:j出｛占：iこなふ、

'-,:,_, 4投手ll （「 i；ードイ11x,ti'l'0:l!\~l\l'1,c.、 ι ， β＇J l ＇二j！）：ぇ

人伝 －r,－え iごネjLi f, き）， 1めて（i'J:lJ!(t'-J！仁t，し＇）どお 4

/- ' ・-. /:,' いう ：d t : 1-;:'Ht -'t二itf:11,品1,,H,il｛；－－をとり

'. :l(iりむし ,'!'¥'f(, 

，，，とあふり

これによyぷ状w二J) L、亡、 fH、1r i JJ;urn；二，＼liJ.jJL 

/・J，＇ミ＇：＋＇：／ U主協l,i］付l(t-とL、う形態it' 二（！ i ・1¥fi'.(l!]IJ! 

/J；（上限心乞配して L 、るこ止を I＼~識をするととに f二 iliそ

' ・,: L、る .c:いえようのぞれit ! 1・1うよ／こじrっしじ）

！：トう 1・1己主iJI,::・ごrtI仁〈， 外j(llj点、心： Ji前たれ〔，，

i' (1) ' た，， .う二〆二によ／〉ごラ 「J,;jタト t 1tび）if｛壬壬

点、 l、t，、にしてし、る，

iスヒのよう／；＿／_i,I，：－ だえると， JJ'J:]1との主体的ヱード

ル／ ，（ーをひきどすという fJI下JfJ, 今Hみられるよ

うに lC、有i原涯にもと J_5 ＇・、し民主［ド］な形式を

とと山えると t‘、う }j[,i］におし、でいなく， f>i¥:lkトv お

レぐも実質的に存｛t：＿＿ている［官｛奈jjj!J; ／京理主： I~J 

ノ］； Lラ I Ji>JYトi高ーの当事者と Lての責任主明確トこ

することによっどのみ可能で、あるようにおもわれ

パ目。

れ； l) i------I (i われ；＿1,.....:.-J.＇）イ’！九 J；じむ，；，'i-

｛／、（；＇－J! j也R；イi元日l,1皮！乙（’！戸（i.i.J J九）刻!'if,'i'l'-i,, ' 

59 



Ⅳ　結語
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